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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両にミッションケースを横置きに搭載し、該ミッションケースをクラッチ機構が設け
られるクラッチケース部と差動機構が設けられる差動ケース部と変速機構が設けられる変
速ケース部とにより構成し、オイルポンプにより吐出されたオイル圧により前記クラッチ
機構を構成するクラッチの断続及び前記変速機構を構成する変速用ギヤの選択を行う自動
変速機において、前記差動ケース部と変速ケース部とを前後方向で並設するとともに前記
変速ケース部の下面が差動ケース部の下面より上方になるように配設し、前記変速ケース
部の下面にオイルポンプと該オイルポンプを駆動するモータとを取り付け、前記オイルポ
ンプとモータとを前記ミッションケースの幅方向に沿って配設したことを特徴とする自動
変速機。
【請求項２】
　前記変速用ギヤの選択を行うシフトアンドセレクト軸を前記変速ケース部の前記差動ケ
ース部側で上下方向に延出させ、前記シフトアンドセレクト軸の上側に設けられる変速動
作部を前記変速ケース部の上面に配設し、前記シフトアンドセレクト軸を駆動する油圧制
御部を前記変速動作部と一体的に形成し、前記油圧制御部を前記変速ケース部の側方に配
置される前記差動ケース部の上面に配設したことを特徴とする請求項１に記載の自動変速
機。
【請求項３】
　前記油圧制御部の下方には、前記オイルポンプによって吐出されたオイルを前記油圧制
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御部に供給するアキュムレータを配置したことを特徴とする請求項２に記載の自動変速機
。
【請求項４】
　前記差動ケース部にその一端が軸支されて前記ミッションケースの幅方向に沿って延び
るドライブシャフトの上方に前記アキュムレータを配設したことを特徴とする請求項３に
記載の自動変速機。
【請求項５】
　前記オイルポンプの内側に前記クラッチの断続を行うクラッチアクチュエータを配設し
、該クラッチアクチュエータの長手方向を前記オイルポンプに一致させたことを特徴とす
る請求項１に記載の自動変速機。
【請求項６】
　前記クラッチケース部と前記差動ケース部とでライトケースを形成する一方、前記変速
ケース部で前記ライトケースに接続するレフトケースとこのレフトケースの前記ミッショ
ンケースの幅方向外側に接合するサイドケースとを形成し、車両前側に配設される前記オ
イルポンプと車両後側に配設される前記油圧制御部とを連絡する油圧配管を前記サイドケ
ースの外周に沿って配索したことを特徴とする請求項２に記載の自動変速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は自動変速機に係り、特に手動変速機をベースに、油圧発生部分と油圧を用い
てクラッチの断続、変速機構の切替を行うアクチュエータを持ち、これらの操作を自動で
行う変速機において、各構成部品の配置を改善した自動変速機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　車両においては、エンジンの動力を走行条件に応じて所要に変換して取り出すために、
手動変速機や自動変速機を備えている。手動変速機は、複数段の常時噛合式の変速ギヤを
有しており、シフト用レバーによって変速機構を動作させ、変速ギヤの係合状態を切り替
えることにより、内燃機関の動力を走行条件に応じて所要に変換して取り出している。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－４７９６１号公報
【特許文献２】特開２００２－３４７４５５号公報
【特許文献３】特開２００３－２４０１０４号公報
【特許文献４】特開２００３－３２０８６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の油圧を用いて手動変速機の切替動作を行う変速機においては、オイル
ポンプユニット（「油圧発生源」とも換言できる。）やアキュムレータ、油圧制御部、油
圧による変速動作部（「シフトアクチュエータ」ともいう。）とクラッチ断続機構部（「
クラッチアクチュエータ」ともいう。）オイルタンク、油圧配管部等が、従来の手動変速
機に対して追加される。
【０００５】
　これらの追加部品の配置に関して、まとめて１箇所に配置する場合に、ベースとなる手
動変速機への取付に関しては容易であるが、一体で大きくなるためにエンジンルーム内に
まとまったスペースが必要となり、車両開発の初期段階からスペースを空けて置くように
検討しなければならないという不都合がある。
【０００６】
　また、夫々を別体で配置する場合には、各車両に合わせてレイアウトすることができる
が、配管の取り回しや各部品の固定方法等に関する部品を車両毎に準備する必要があると
ともに、取付箇所が増加するために、搭載後の作業性が悪化する等の不都合がある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、この発明は、上述不都合を除去するために、車両にミッションケースを横置き
に搭載し、該ミッションケースをクラッチ機構が設けられるクラッチケース部と差動機構
が設けられる差動ケース部と変速機構が設けられる変速ケース部とにより構成し、オイル
ポンプにより吐出されたオイル圧により前記クラッチ機構を構成するクラッチの断続及び
前記変速機構を構成する変速用ギヤの選択を行う自動変速機において、前記差動ケース部
と変速ケース部とを前後方向で並設するとともに前記変速ケース部の下面が差動ケース部
の下面より上方になるように配設し、前記変速ケース部の下面にオイルポンプと該オイル
ポンプを駆動するモータとを取り付け、前記オイルポンプとモータとを前記ミッションケ
ースの幅方向に沿って配設したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　以上詳細に説明した如くこの本発明によれば、比較的大きなスペースを要する前記オイ
ルポンプとそのモータとを変速ケース部下方のデットスペースに配置することができ、デ
ットスペースを利用してオイルポンプとモータとをミッションケースを横置きにした狭い
エンジンルーム内にコンパクトに配置することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　上述の如く発明したことにより、比較的大きなスペースを要するオイルポンプとそのモ
ータとを変速ケース部下方のデットスペースに配置し、デットスペースを利用してオイル
ポンプとモータとをミッションケースを横置きにした狭いエンジンルーム内にコンパクト
に配置している。
【実施例】
【００１０】
　以下図面に基づいてこの発明の実施例を詳細に説明する。
【００１１】
　図１～図１１はこの発明の実施例を示すものである。図１～図４において、２は車両（
図示せず）に横置き状態に搭載される自動変速機である。
【００１２】
　このとき、この自動変速機２は、油圧を用いて手動変速機の切替動作を行う変速機であ
る。
【００１３】
　また、前記自動変速機２は、図５に示す如く、ミッションケース４内にエンジンのクラ
ンク軸（図示せず）に連絡される入力軸（「メイン軸」ともいう。）６と、出力軸である
カウンタ軸８とを互いに平行に軸支して設け、これらの入力軸６及びカウンタ軸８と平行
に図示しないリバースアイドラ軸を支持して設けている。
【００１４】
　前記入力軸６には、変速機構１０の一部を構成するメイン側１速～５速及びリバースの
各種変速ギヤ（図示せず）を設けるとともに、前記カウンタ軸８には、変速機構１０の一
部を構成するとともに、メイン側１速～５速の各種変速ギヤに夫々噛合するカウンタ側１
速～５速の各種変速ギヤ（図示せず）を設けている。
【００１５】
　前記リバースアイドラ軸には、図示しないリバースアイドラギヤを軸方向移動可能且つ
回転自在に設けている。リバースアイドラギヤには、リバーススリーブ（図示せず）を設
けている。リバースアイドラギヤは、軸方向移動によりリバースメインギヤ（図示せず）
及びリバースカウンタギヤ（図示せず）に噛合可能に設けられている。
【００１６】
　そして、前記変速機構１０において、カウンタ側１速ギヤである１速カウンタギヤ及び
カウンタ側２速ギヤである２速カウンタギヤ間のカウンタ軸８には、図示しない１速・２
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速同期機構を設け、１速・２速スリーブ（図示せず）を設けている。この１速・２速スリ
ーブには、リバースカウンタギヤを一体的に設けている。リバースカウンタギヤは、前記
リバースアイドラギヤに噛合可能に設けられている。
【００１７】
　前記メイン側３速ギヤである３速メインギヤ及びメイン側４速ギヤである４速メインギ
ヤ間の入力軸６には、図示しない３速・４速同期機構を設け、３速・４速スリーブ（図示
せず）を設けている。また、入力軸６には、メイン側５速ギヤである５速メインギヤに隣
接して図示しない５速同期機構を設け、５速スリーブ（図示せず）を設けている。
【００１８】
　前記１速・２速同期機構と３速・４速同期機構と５速同期機構とリバースアイドラギヤ
とは、前記変速機構１０の一部を構成する変速操作機構１２により動作され、１速メイン
ギヤ～リバースカウンタギヤの噛合状態を切り替える。
【００１９】
　この変速操作機構１２は、図５に示す如く、前記ミッションケース４に１速・２速シフ
ト軸１４と３速・４速シフト軸１６と５速・リバースシフト軸１８とを平行且つ軸方向移
動可能に支持して設けている。
【００２０】
　前記１速・２速シフト軸１４には、１速・２速同期機構の１速・２速スリーブに係合さ
れる１速・２速フォーク２０を取り付けて設けている。３速・４速シフト軸１６には、３
速・４速同期機構の３速・４速スリーブに係合される３速・４速フォーク２２を取り付け
て設けている。５速・リバースシフト軸１８には、５速同期機構の５速スリーブに係合さ
れる５速フォーク（図示せず）をわずかに軸方向移動可能に支持して設けている。
【００２１】
　また、５速・リバースシフト軸１８には、リバースシフトアーム２４を軸方向移動可能
に支持して設けている。リバースシフトアーム２４は、前記ミッションケース４に取り付
けられたレバー枢支体２６に一端側を枢支されるリバースシフトレバー２８に連絡して設
けている。リバースシフトレバー２８は、他端側をリバースアイドラギヤのリバーススリ
ーブに係合して設けている。
【００２２】
　前記１速・２速シフト軸１４と３速・４速シフト軸１６と５速・リバースシフト軸１８
とには、１速・２速シフトヨーク３０と３速・４速シフトヨーク３２と５速・リバースシ
フトヨーク３４とを夫々取り付けて設けている。１速・２速シフトヨーク３０と３速・４
速シフトヨーク３２と５速・リバースシフトヨーク３４とには、前記ミッションケース４
に軸方向移動可能且つ周方向移動可能に支持されるシフトアンドセレクト軸３６のシフト
アーム３８を選択的に係合可能に設けている。
【００２３】
　前記変速操作機構１２は、シフトレバー（図示せず）のセレクト操作及びシフト操作に
よって、１速・２速シフトヨーク３０と３速・４速シフトヨーク３２と５速・リバースシ
フトヨーク３４とのいずれか１つにシフトアーム３８を係合させ、１速・２速シフト軸１
４と３速・４速シフト軸１６と５速・リバースシフト軸１８とのいずれか１つを選択的に
軸方向移動させることにより、１速・２速同期機構と３速・４速同期機構と５速同期機構
とリバースアイドラギヤとのいずれか１つを動作させ、１速メインギヤ～リバースカウン
タギヤの噛合状態を切り替える。
【００２４】
　また、前記自動変速機２は、カウンタ軸８のエンジン側の端部に図示しない終減速ドラ
イブギヤを設けている。この終減速ドライブギヤには、終減速ドリブンギヤ（図示せず）
を噛合して設けている。終減速ドリブンギヤは、前記ミッションケース４に軸支される差
動機構４０の後述する差動ケース部４４に取り付けられる。差動機構４０は、差動ケース
部４４内の図示しない差動ギヤ列に各側ドライブ軸（図示せず）の一端側を連結している
。
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【００２５】
　この自動変速機２は、１速メインギヤ～リバースカウンタギヤの噛合状態を切り替える
変速操作機構１２を設け、この変速操作機構１２の１速・２速シフト軸１４と３速・４速
シフト軸１６と５速・リバースシフト軸１８とに、１速・２速シフトヨーク３０と３速・
４速シフトヨーク３２と５速・リバースシフトヨーク３４とを夫々取り付けて設けている
。
【００２６】
　前記ミッションケース４は、図１～図４に示す如く、エンジン側に位置するトランスミ
ッションライトケース（単に「ライトケース」ともいう。）Ｒと、このトランスミッショ
ンライトケースＲに接続されるトランスミッションレフトケース（単に「レフトケース」
ともいう。）Ｌと、このトランスミッションレフトケースＬに接続されるサイドケースＳ
とからなる。
【００２７】
　そして、前記自動変速機２のミッションケース４を、図１～図４に示す如く、クラッチ
機構（図示せず）が設けられるクラッチケース部４２と、差動機構４０が設けられる差動
ケース部４４と、前記変速機構１０が設けられる変速ケース部４６とにより構成し、前記
自動変速機２は、オイルポンプ４８により吐出されたオイル圧により前記クラッチ機構を
構成するクラッチ（図示せず）の断続及び前記変速機構１０を構成する変速用ギヤの選択
を行う。
【００２８】
　このとき、前記差動ケース部４４と変速ケース部４６とを前後方向で並設するとともに
、前記変速ケース部４６の下面が差動ケース部４４の下面より上方になるように配設し、
前記変速ケース部４６の下面にオイルポンプ４８と該オイルポンプ４８を駆動するモータ
５０とを取り付け、前記オイルポンプ４８とモータ５０とを前記ミッションケース４の幅
方向に沿って配設する構成とする。
【００２９】
　詳述すれば、前記ミッションケース４において、図１及び図２に示す如く、差動ケース
部４４と変速ケース部４６とを前後方向で並設し、図２に示す如く、この変速ケース部４
６の下面が差動ケース部４４の下面より上方になるように配設し、図１及び図２に示す如
く、変速ケース部４６の下面にオイルポンプ４８と該オイルポンプ４８を駆動するモータ
５０とを取り付けるものである。
【００３０】
　そして、図１に示す如く、前記オイルポンプ４８とモータ５０とを前記ミッションケー
ス４の幅方向（図１において左右方向）に沿って配設する。
【００３１】
　また、前記変速機構１０の一部を構成する各種変速用ギヤの選択を行う前記シフトアン
ドセレクト軸３６を、図４及び図５に示す如く、前記変速ケース部４６の差動ケース部４
４側で上下方向に延出させ、図２及び図４に示す如く、前記シフトアンドセレクト軸３６
の上側に設けられる図示しないシフト用レバーと図示しないセレクト用レバーとを備える
変速動作部５２を前記変速ケース部４６の上面に配設する。
【００３２】
　そして、変速動作部５２を後述するアッパアクチュエータケース６４とロアアクチュエ
ータケース６６とからなるアクチュエータケースに設け、このアクチュエータケースに更
にシフトアンドセレクト軸３６を回動させる油圧アクチュエータ１００とこの油圧アクチ
ュエータ１００を制御する油圧制御部５４とを設け、このアクチュエータケースを、図２
及び図４に示す如く、変速ケース部４６側方の差動ケース部４４上面に配設する。このと
き、油圧制御部５４は、後述する油圧回路部１０２とシフト用ソレノイド７８－１、７８
－２等を有している。
【００３３】
　更に、前記油圧制御部５４の下方には、図２及び図４に示す如く、オイルポンプ４８に



(6) JP 4656372 B2 2011.3.23

10

20

30

40

50

より吐出されたオイルを前記油圧制御部５４に供給するアキュムレータ５６を配設する。
【００３４】
　更にまた、前記差動ケース部４４にドライブシャフト５８の一端を軸支し、図２に示す
如く、該ドライブシャフト５８の上方に前記アキュムレータ５６を配設する。
【００３５】
　また、前記オイルポンプ４８の内側には、図１及び図２に示す如く、クラッチの断続を
行うクラッチアクチュエータ（「クラッチ接続機構部」ともいう。）６０を配設し、該ク
ラッチアクチュエータ６０の長手方向を前記オイルポンプ４８に一致させて設ける。
【００３６】
　更に、前記クラッチケース部４２と差動ケース部４４とを形成するライトケースＲにレ
フトケースＬを接合し、このレフトケースＬとレフトケースＬに接合されるサイドケース
Ｓとで前記変速ケース部４６を形成し、車両前側に配設される前記オイルポンプ４８と車
両後側に配設される前記油圧制御部５４とを連絡する油圧配管６２を、図１及び図２、図
４に示す如く、前記サイドケースＳの外周に沿って配索する。
【００３７】
　ここで、前記変速動作部５２について説明すると、前記シフトアンドセレクト軸３６の
上側に設けられる変速動作部５２は、図６～図１０に示す如く、アッパアクチュエータケ
ース６４とロアアクチュエータケース６６とに形成され、アッパアクチュエータケース６
４の上面には、図６及び図８に示す如く、隅部の５箇所にケース取付孔６８を設けるとと
もに、中央部位にギヤポジションセンサ７０と油温センサ７２とを配設する。
【００３８】
　また、前記アッパアクチュエータケース６４の前側に、セレクトストロークセンサ７４
を配設し、中央部位を左右方向に貫通する左右のシフト用シリンダ部７６－１、７６－２
を設けるとともに、このシフト用シリンダ部７６－１、７６－２よりも後側の左右部位に
シフト用ソレノイド７８－１、７８－２を設け、右側のシフト用ソレノイド７８－１より
も後側に流量調整ソレノイド８０を設け、この流量調整ソレノイド８０の取付位置の逆側
、つまり前記左側のシフト用ソレノイド７８－２よりも後側にオイル排出口８２を設ける
。
【００３９】
　前記ロアアクチュエータケース６６においては、図７に示す如く、アッパアクチュエー
タケース６４に設けられる右側のシフト用ソレノイド７８－１の下側部位に、セレクト用
ソレノイド８４を設けるとともに、図８に示す如く、アッパアクチュエータケース６４に
設けられる左側のシフト用ソレノイド７８－２の下側部位に、圧力調整ソレノイド８６を
設け、アッパアクチュエータケース６４に設けられるオイル排出口８２の下側部位には、
オイル供給口８８を設ける。
【００４０】
　なお、図８において、符号９０は前記シフトアーム３８を包囲するインタロックプレー
ト、９２はセレクトスプリングである。
【００４１】
　そして、図９に示す如く、前記シフト用シリンダ部７６－１、７６－２内に夫々配設さ
れる左右のシフト用ピストン９４－１、９４－２を設け、これらのシフト用ピストン９４
－１、９４－２間には、前記シフトアンドセレクト軸３６に取り付けられるシフトアーム
３８に回転を伝えるようにシフトアンドセレクト軸３６に一端部が取り付けられ、ギアシ
フトアーム３９の他端部の端部を位置させるとともに、シフト用シリンダ部７６－１、７
６－２の外端部をカバー９６－１、９６－２により夫々閉塞し、前記シフト用シリンダ部
７６－１、７６－２内周面とシフト用ピストン９４－１、９４－２端部とカバー９６－１
、９６－２とによって油圧室９８－１、９８－２を夫々形成し、前記シフト用シリンダ部
７６－１、７６－２とシフト用ピストン９４－１、９４－２とカバー９６－１、９６－２
と油圧室９８－１、９８－２とによってシフト用油圧アクチュエータ１００を構成する。
【００４２】
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　更に、この油圧アクチュエータ１００を制御するシフト用ソレノイド７８－１、７８－
２と流量調整ソレノイド８０と油圧回路部１０２とによって油圧制御部５４を構成する。
【００４３】
　更にまた、前記ロアアクチュエータケース６６には、図１０に示す如く、前記シフトア
ンドセレクト軸３６の軸方向に延びるセレクト用ピストン１０４とこのセレクト用ピスト
ン１０４の一端側が収容されるセレクト用油圧室１０５とアキュムレータ取付部１０６と
を設ける。
【００４４】
　そして、前記アッパアクチュエータケース６４とロアアクチュエータケース６６との間
にセパレータプレート１０８を介して取り付けた際に、図９及び図１０に示す如く、内部
空間内に前記ギヤシフトアーム３９を位置させるとともに、セレクト用プレート１１２を
位置させる。
【００４５】
　このギヤシフトアーム３９には、図１０に示す如く、回転角検出用のピン１１４を取り
付けて設けるとともに、この回転角検出用のピン１１４をピン受部１１６を介して前記ギ
ヤポジションセンサ７０の先端部位に連絡して設ける。
【００４６】
　なお、図１において、符号１１８は、前記モータ５０と軸受ケース１２０と前記オイル
ポンプ４８とオイルポンプ取付部材１２２とクラッチ用ソレノイド１２４とからなるポン
プユニット、１２６はクラッチレリーズアームである。
【００４７】
　また、前記油圧制御部５４の油圧回路部１０２について説明する。
【００４８】
　この油圧制御部５４の油圧回路部１０２は、図１１に示す如く、リザーバタンク１２８
に前記オイルポンプ（「電動オイルポンプ」とも換言できる。）４８を連絡させる第１油
路１３０と、このオイルポンプ４８に前記クラッチアクチュエータ６０を連絡させる第２
油路１３２と、このクラッチアクチュエータ６０を前記第１油路１３０に連絡させる第３
油路１３４と、前記オイルポンプ４８をアクチュエータケース１３６に連絡させる第４油
路１３８とを有している。
【００４９】
　そして、アクチュエータケース１３６においては、図１１に示す如く、前記第４油路１
３８の連絡する前記アキュムレータ５６を設け、このアキュムレータ５６を圧力センサ１
４０に連絡させる第５油路１４２と、この圧力センサ１４０を第１シフトソレノイドであ
る前記右側のシフト用ソレノイド７８－１に連絡させる第６油路１４４と、圧力センサ１
４０を第２シフトソレノイド部である前記左側のシフト用ソレノイド７８－２に連絡させ
る第７油路１４６と、圧力センサ１４０を前記セレクト用ソレノイド８４に連絡させる第
８油路１４８とを設ける。
【００５０】
　更に、前記第１シフトソレノイドである前記右側のシフト用ソレノイド７８－１を第１
シフトアクチュエータ１５０に連絡させる第９油路１５２と、前記第２シフトソレノイド
部である前記左側のシフト用ソレノイド７８－２を第２シフトアクチュエータ１５４に連
絡させる第１０油路１５６と、前記セレクト用ソレノイド８４をセレクトアクチュエータ
１５８に連絡させる第１１油路１６０と、前記第１、第２シフトアクチュエータ１５０、
１５４及びセレクトアクチュエータ１５８を前記リザーバタンク１２８に連絡させる第１
２油路１６２とを設ける。
【００５１】
　すなわち、この発明の実施例は、追加部品のうち、最大の大きさの前記オイルポンプ４
８を、図１及び図２に示す如く、空きスペースの大きなミッションケース４の車両前方下
側に配置し、従来の手動変速機のクラッチレリーズ関係部品（図３の符号１６４参照）を
共通できるようにクラッチアクチュエータ６０を、図１及び図２に示す如く、ミッション
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ケース４の車両前方下側に配置し、従来の変速動作部と同様の場所に、この発明の実施例
に係る自動変速機２の変速動作部５２を配置することで、シフトフォーク等のシフト関係
の部品を共通使用するものである。
【００５２】
　なお、前記従来の手動変速機のクラッチレリーズ関係部品には、レリーズフォークやレ
リーズベアリングブッシュ等がある。
【００５３】
　また、前記オイルポンプ４８や油圧制御部５４、アキュムレータ５６をつなぐ油圧配管
６２は、自動変速機２の搭載に有利なようにミッションケース４近傍に配置するとともに
、一体に配置できる部品は極力一体化したものである。
【００５４】
　そして、上述した考えに基づき各構成部品を最適に配置することで、従来の自動変速機
の形状に近い形に納め、自動変速機が搭載されている車両であれば、エンジンルーム内の
レイアウトを大幅に変更することなく、ユニットとしての置き換えを可能とする。
【００５５】
　また、従来の手動変速機と取付部分を合わせることで、追加部品以外を共通使用するこ
とを可能する。
【００５６】
　更に、追加部品を極力一体化し、前記ミッションケース４上に配置したことで、ミッシ
ョンケース４での機能確認も可能となり、搭載後の組付、確認作業を最小限に抑えること
を可能とする。
【００５７】
　次に作用を説明する。
【００５８】
　先ず、前記ミッションケース４において、図１及び図２に示す如く、差動ケース部４４
と変速ケース部４６とを前後方向で並設させるとともに、図２に示す如く、この変速ケー
ス部４６の下面が差動ケース部４４の下面より上方になるように配設する。
【００５９】
　そして、変速ケース部４６の下面には、図１及び図２に示す如く、オイルポンプ４８と
該オイルポンプ４８を駆動するモータ５０とを取り付ける。
【００６０】
　また、前記オイルポンプ４８とモータ５０とは、図１に示す如く、前記ミッションケー
ス４の幅方向（図１において左右方向）に沿って配設する。
【００６１】
　更に、前記変速機構１０の一部を構成する各種変速用ギヤの選択を行う前記シフトアン
ドセレクト軸３６を、図４及び図５に示す如く、前記変速ケース部４６の差動ケース部４
４側で上下方向に延出させ、前記シフトアンドセレクト軸３６の上側に設けられるシフト
用レバーとセレクト用レバーとを備える変速動作部５２を、図２及び図４に示す如く、前
記変速ケース部４６の上面に配設する。
【００６２】
　更にまた、シフトアンドセレクト軸３６を駆動する油圧制御部５４を前記変速動作部５
２と一体的に形成し、図２及び図４に示す如く、該油圧制御部５４を前記変速ケース部４
６側方の前記差動ケース部４４の上面に配設する。
【００６３】
　また、前記油圧制御部５４の下方には、図２及び図４に示す如く、オイルポンプ４８に
より吐出されたオイルを前記油圧制御部５４に供給するアキュムレータ５６を配設する。
【００６４】
　更に、前記差動ケース部４４に一端が軸支されるドライブシャフト５８の上方に、図２
に示す如く、前記アキュムレータ５６を配設する。
【００６５】
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　そして、前記オイルポンプ４８の内側には、図１及び図２に示す如く、クラッチの断続
を行うクラッチアクチュエータ（「クラッチ接続機構部」ともいう。）６０を配設し、該
クラッチアクチュエータ６０の長手方向を前記オイルポンプ４８に一致させる。
【００６６】
　このとき、前記クラッチケース部４２と差動ケース部４４とを形成するライトケースＲ
にレフトケースＬを接合し、このレフトケースＬとレフトケースＬに接合されるサイドケ
ースＳとで前記変速ケース部４６を形成し、車両前側に配設される前記オイルポンプ４８
と車両後側に配設される前記油圧制御部５４とを連絡する油圧配管６２を、図１及び図２
、図４に示す如く、前記サイドケースＳの外周に沿って配索する。
【００６７】
　また、図１１に沿って、前記油圧制御部５４の油圧回路部１０２におけるオイルの流れ
ついて説明すると、リザーバタンク１２８内のオイルは第１油路１３０によってオイルポ
ンプ４８に供給される。
【００６８】
　そして、このオイルポンプ４８からのオイルの一部は、第２油路１３２によって、クラ
ッチアクチュエータ６０に供給され、このクラッチアクチュエータ６０を経たオイルは、
第３油路１３４によって、前記第１油路１３０に戻される。
【００６９】
　前記オイルポンプ４８からの残りのオイルは、第４油路１３８によって、アクチュエー
タケース１３６のアキュムレータ５６に供給され、このアキュムレータ５６を経たオイル
は、第５油路１４２によって、圧力センサ１４０に供給される。
【００７０】
　この圧力センサ１４０を経たオイルは、第６～第８油路１４４、１４６、１４８に分割
され、第６油路１４４によって、第１シフトソレノイドである前記右側のシフト用ソレノ
イド７８－１に供給されるとともに、第７油路１４６によって、第２シフトソレノイド部
である前記左側のシフト用ソレノイド７８－２に供給され、第８油路１４８によって、セ
レクト用ソレノイド８４に供給される。
【００７１】
　更に、前記第１シフトソレノイドである前記右側のシフト用ソレノイド７８－１を経た
オイルは、第９油路１５２によって、第１シフトアクチュエータ１５０に供給されるとと
もに、前記第２シフトソレノイドである前記左側のシフト用ソレノイド７８－２を経たオ
イルは、第１０油路１５６によって、第２シフトアクチュエータ１５４に供給され、前記
セレクト用ソレノイド８４を経たオイルは、第１１油路１６０によって、セレクトアクチ
ュエータ１５８に供給される。
【００７２】
　第１シフトソレノイドである前記右側のシフト用ソレノイド７８－１を介してシフト用
油圧室９８－１にオイルが供給されるとシフト用油圧室９８－２からオイルが排出される
とともに、シフト用ピストン９４－１が左方向に移動し、一端側がシフトアンドセレクト
軸３６に摺動可能に嵌合されるギアシフトアーム３９の他端部を左側に移動するのに伴い
、シフトアンドセレクト軸３６を左向き即ち時計周りに回動させる。同様に、第２シフト
ソレノイドである前記左側のシフト用ソレノイド７８－２を介してシフト用油圧室９８－
２にオイルが供給されると、シフト用油圧室９８－１からオイルが排出されるとともに、
シフト用ピストン９４－２が右方向に移動し、一端側がシフトアンドセレクト軸３６に摺
動可能に嵌合されるギアシフトアーム３９の他端部を右方向に移動するのに伴い、シフト
アンドセレクト軸３６を右向き即ち反時計周りに回動させる。セレクト用ソレノイド８４
を介してセレクト用油圧室１０５にオイルが供給されると、セレクト用ピストン１０４が
上方に移動し、このセレクト用ピストン１０４の他端側が突き当てられるセレクト用プレ
ート１１２が上方に移動するのに伴い、シフトアンドセレクト軸３６が上方にスライド移
動し、このセレクト用ソレノイド８４を介してセレクト用油圧室１０５からオイルが排出
されるとセレクト用ピストン１０４が下方に移動し、このセレクト用ピストン１０４の他
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端側が突き当てられるセレクト用プレート１１２が下方に移動するのに伴い、シフトアン
ドセレクト軸３６が下方にスライド移動する。
【００７３】
　そして、前記第１、第２シフトアクチュエータ１５０、１５４及びセレクトアクチュエ
ータ１５８を夫々経たオイルは、第１２油路１６２によって、前記リザーバタンク１２８
に戻される。
【００７４】
　これにより、前記差動ケース部４４と変速ケース部４６とを前後方向で並設するととも
に、前記変速ケース部４６の下面が差動ケース部４４の下面より上方になるように配設し
、前記変速ケース部４６の下面にオイルポンプ４８と該オイルポンプ４８を駆動するモー
タ５０とを取り付け、前記オイルポンプ４８とモータ５０とを前記ミッションケース４の
幅方向に沿って配設したことによって、比較的大きなスペースを要する前記オイルポンプ
４８とそのモータ５０とを変速ケース部４６下方のデットスペースに配置することができ
、デットスペースを利用してオイルポンプ４８とモータ５０とをミッションケース４を横
置きにした狭いエンジンルーム内にコンパクトに配置することができるものである。
【００７５】
　また、前記変速機構１０の一部を構成する各種変速用ギヤの選択を行う前記シフトアン
ドセレクト軸３６を、前記変速ケース部４６の差動ケース部４４側で上下方向に延出させ
、前記シフトアンドセレクト軸３６の上側に設けられるシフト用レバーとセレクト用レバ
ーとを備える変速動作部５２を前記変速ケース部４６の上面に配設することにより、油圧
制御部５４を差動ケース部４４の上面に配設して油圧制御部５４と変速ケース部４６とを
一体に形成することができ、しかもこれらをまとめてミッションケース４の上面にコンパ
クトに配置することができる。
【００７６】
　更に、前記油圧制御部５４の下方には、オイルポンプ４８により吐出されたオイルを前
記油圧制御部５４に供給するアキュムレータ５６を配設したことにより、差動ケース部４
４側方のデットスペースにアキュムレータ５６を配置することができ、デットスペースの
有効利用を図ることができる。
【００７７】
　更にまた、前記差動ケース部４４にドライブシャフト５８の一端を軸支し、該ドライブ
シャフト５８の上方に前記アキュムレータ５６を配設したことにより、差動ケース部４４
側方のデットスペースにアキュムレータ５６を配置することができ、デットスペースの有
効利用を図ることができる。
【００７８】
　また、前記オイルポンプ４８の内側には、クラッチの断続を行うクラッチアクチュエー
タ６０を配設し、該クラッチアクチュエータ６０の長手方向を前記オイルポンプ４８に一
致させて設けたことにより、オイルポンプ４８とクラッチアクチュエータ６０とを隣接し
て配設することができ、オイルポンプ４８とクラッチアクチュエータ６０とを連絡するオ
イル通路を短く形成することができるとともに、長手方向を一致させたので、コンパクト
にクラッチアクチュエータ６０を配設することができる。
【００７９】
　更に、前記クラッチケース部４２と差動ケース部４４とを形成するライトケースＲにレ
フトケースＬを接合し、このレフトケースＬとレフトケースＬに接合されるサイドケース
Ｓとで前記変速ケース部４６を形成し、車両前側に配設される前記オイルポンプ４８と車
両後側に配設される前記油圧制御部５４とを連絡する油圧配管６２を前記サイドケースＳ
の外周に沿って配索したことにより、油圧配管６２を整然と配索することができるもので
ある。
【００８０】
　なお、この発明は上述実施例に限定されるものではなく、種々の応用改変が可能である
。
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【００８１】
　例えば、この発明の実施例においては、下側にクラッチレリーズリンク、上側に変速動
作部を持った自動変速機における配置について説明したが、これらの配置が変更された場
合には、クラッチとシフト操作部とを最適になるように再配置し、かつ配置に見合った状
態で一体になるように再設計することで、同様の効果を売ることが可能である。
【００８２】
　また、油圧配管の断面形状を変形させる特別構成とすることも可能である。
【００８３】
　すなわち、油圧配管の断面形状を楕円形状とし、油圧配管を自動変速機のサイドケース
外周に沿って配索する際に、断面楕円形状とした油圧配管のサイドケースからの突出量を
減少させることができ、スペースの利用効率の向上に寄与し得る。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】この発明の実施例を示す自動変速機の底面図である。
【図２】自動変速機の右側面図である。
【図３】自動変速機の左側面図である。
【図４】自動変速機の平面図である。
【図５】自動変速機の内部構造を示す概略図である。
【図６】変速動作部の平面図である。
【図７】変速動作部の右側面図である。
【図８】変速動作部の左側面図である。
【図９】変速動作部の一部切欠き平面図である。
【図１０】図４及び図６のＸ－Ｘ線による断面図である。
【図１１】自動変速機の油圧回路部の構成図である。
【符号の説明】
【００８５】
　　２　自動変速機
　　４　ミッションケース
　　６　入力軸（「メイン軸」ともいう。）
　　８　カウンタ軸
　１０　変速機構
　１２　変速操作機構
　１４　１速・２速シフト軸
　１６　３速・４速シフト軸
　１８　５速・リバースシフト軸
　２０　１速・２速フォーク
　２２　３速・４速フォーク
　２４　リバースシフトアーム
　２６　レバー枢支体
　２８　リバースシフトレバー
　３０　１速・２速シフトヨーク
　３２　３速・４速シフトヨーク
　３４　５速・リバースシフトヨーク
　３６　シフトアンドセレクト軸
　３８　シフトアーム
　３９　ギアシフトアーム
　４０　差動機構
　　Ｒ　トランスミッションライトケース（単に「ライトケース」ともいう。）
　　Ｌ　トランスミッションレフトケース（単に「レフトケース」ともいう。）
　　Ｓ　サイドケース
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　４２　クラッチケース部
　４４　差動ケース部
　４６　変速ケース部
　４８　オイルポンプ
　５０　モータ
　５２　変速動作部
　５４　油圧制御部
　５６　アキュムレータ
　５８　ドライブシャフト
　６０　クラッチアクチュエータ（「クラッチ接続機構部」ともいう。）
　６２　油圧配管
　６４　アッパアクチュエータケース
　６６　ロアアクチュエータケース
　６８　ケース取付孔
　７０　ギヤポジションセンサ
　７２　油温センサ
　７４　セレクトストロークセンサ
　７６－１、７６－２　左右のシフト用シリンダ部
　７８－１、７８－２　左右のシフト用ソレノイド
　８０　流量調整ソレノイド
　８２　オイル排出口
　８４　セレクト用ソレノイド
　８６　圧力調整ソレノイド
　８８　オイル供給口
　９０　インタロックプレート
　９２　セレクトスプリング
　９４－１、９４－２　左右のシフト用ピストン
　９６－１、９６－２　左右のカバー
　９８－１、９８－２　左右の油圧室
１００　油圧アクチュエータ
１０２　油圧回路部
１０４　セレクト用ピストン
１０５　セレクト用油圧室
１０６　アキュムレータ取付部
１０８　セパレータプレート
１１０　ギヤシフトレバー
１１２　セレクト用プレート
１１４　回転角検出用のピン
１１６　ピン受部
１１８　ポンプユニット
１２０　軸受ケース
１２２　オイルポンプ取付部材
１２４　クラッチ用ソレノイド
１２６　クラッチレリーズアーム
１２８　リザーバタンク
１３０　第１油路
１３２　第２油路
１３４　第３油路
１３６　アクチュエータケース
１３８　第４油路
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１４０　圧力センサ
１４２　第５油路
１４４　第６油路
１４６　第７油路
１４８　第８油路
１５０　第１シフトアクチュエータ
１５２　第９油路
１５４　第２シフトアクチュエータ
１５６　第１０油路
１５８　セレクトアクチュエータ
１６０　第１１油路
１６２　第１２油路
１６４　クラッチレリーズ関係部品

【図１】 【図２】



(14) JP 4656372 B2 2011.3.23

【図３】 【図４】
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【図７】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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